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The purpose of this study was to examine the effectiveness of life skills programs in student counseling, 
and to consider further development and practice of the programs. The number of participants was 37. All 
participants were able to understand the contents of the programs. Participants were able to increase 
knowledge and self-awareness from the programs. It was depended on the participants that which contents 
of the programs were useful for their college life. There are three issues that need to work on for further the 
life skills program development and practice in student counseling. 1) The programs have to be based on 
students and faculties’ needs; moreover, it is necessary to develop the programs which promote interaction 
between participants. 2) It is important to collaborate with faculties, so that the program schedule is needed 
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平成 22 年度 4 月～7 月（前期）と 9 月～12 月（後
期）で隔週 1 回。昼休みの 30 分間 





















































































































































































各プログラムの参加者数は第 1 回目が 7 名、第 2
回目が 6 名、第 3 回目が 3 名、第 4 回目が 4 名、第
5 回目が 2 名、第 6 回目が 2 名、第 7 回目が 3 名、
第 8 回目が 3 名、第 9 回目が 5 名、第 10 回目が 1
名、第 11 回目が 1 名で合計 37 名だった。振り返り
































26（83.9％） 5（16.1％） 0（0.00％） 0（0.00％） 
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・友人を持つ上で、情報交換はとても大切だと思った（第 2 回）。 
・人によって本当に自分に対して色んなイメージを持っているんだなーと思いました（第 3 回）。 
・ストレスには個人差があるという話で、自分とは違ったストレスの感じ方、又は自分は感じないストレスを他
人はストレスと感じるなど、さまざまな種類があることが分かりました（第 4 回）。 
・ストレスのしくみを考えた事がなかったので、しくみについて知れて良かった。人によってストレスの感じ方
が違うのにも、種類があって、その中で、その人が経験した事なので、また違うストレスになる事が知れて良
かったです（第 4 回）。 
・人との距離感は心理的な距離が関わっているので親しい人との距離感は自然と決まると思いました（第 6 回）。 
・“質よりも量”が大切という事に納得しました（第 7 回）。 
・同じ情報でも価値観の違いで良くも悪くもなるので、万人に良いイメージは難しいと思いました（第 8 回）。 
・怒りに向き合うときに、怒りにまかせるよりも、1 度冷静になって考えることが大事だと思いました（第 10 回）。 
気づき（主に自己と関連したもの） 
・自分の目的を再確認できた（第 1 回）。 
・計画表に書いてみたら自分のあやふやさを実感しました（第 1 回）。 
・ギャング・チャム・ピアと全て月並みに経験してきたなぁと感じた。（第 2 回）。 
・結果が出て、「いや、でも自分はこっちがいいんだ！」と自分の気持ちを知ることができました（第 3 回）。 
・私は寝て逃げていることが多いなと思いました（第 4 回）。 
・何も気にしていないようで、色々なことを気にかけている。問題を解決することばかりに集中して、問題を発
見することをないがしろにしている気がする（第 9 回）。 
 
表６ 日常生活への役立てる内容 
・自分の目的ややりたいことに活かしたい（第 1 回）。 
・友人からたくさんのことを学んで、自分の大学生活を充実させたい。そのためには友人を大切にしていきたい
と思う（第 2 回）。 
・友人との接し方についてなんとなくではなく、しっかり考える事をするようにする（第 2 回）。 
・私は嫌なことが起こってしまうと深く考えすぎてしまう性格なので、これからはちょっとしたマイナスなこと
も楽観的に受け止めて、そのマイナスをプラスにしていく力をつけていこうと思いました（第 4 回）。 
・ストレスを感じないと考えられない事もあるから、これからはもう少し深く考えてみようと思います（第 4 回）。 
・集団でアイディアを生み出すコツは今後末永く使っていこうと思う（第 7 回）。 
・問題が山積みになる前に少しずつ発見、解決していきたいと思う（第 9 回）。 
・怒りに身をまかせないようにしていきたいです（第 10 回）。 
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資料 1 ミニ講座の振り返り用紙 
キャンパスライフ実践ミニ講座 振り返り用紙 
 
















 理解できた    少し理解できた   あまり理解できなかった   理解できなかった 
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  ⑤今日のミニ講座の充実度を１０点満点で教えて下さい。 
 
／ １０点 
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